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#12-07 

【２月１１日～２月１７日】 

〔ウクライナの報道をもとに作成〕 

平成２４年２月２１日 

在ウクライナ大使館 
 

Ａ．主な動き 

 

１．内政 

▼大統領の動き 

・１４日、ヤヌコーヴィチ大統領は、クリューエフ第一副首相兼

経済発展・貿易相、ボハティリョーヴァ国家安全保障国防会議

書記及びアニシチェンコ保健相を解任し、ボハティリョーヴァ

前国家安全保障国防会議書記を副首相兼保健相に、クリュー

エフ前第一副首相兼経済発展・貿易相を国家安全保障国防

会議書記に任命する大統領令を発出。 

・１６日、ヤヌコーヴィチ大統領は、ポルタヴァ州を訪問、クレ

メンチュク教員養成学校及びクリューコフ鉄道車両工場を視

察。 

▼ティモシェンコ前首相に関する動き 

・１３日、検事総局は、ティモシェンコ前首相の診察を行うた

め、ドイツとカナダからの医師団がウクライナに到着した旨

発表。一方、同日、赤十字国際委員会は、現時点では医師

の派遣を見送り、必要に応じ改めて派遣を検討する旨発

表。 

・１４日、国家刑務所管理庁は、同日、合同医師団がティモ

シェンコ前首相が収監されているハルキフ市カチャニフスク

女囚隔離施設に到着し、ウクライナ医師団と共に同前首相

の診察を開始した旨発表。 

・１６日、国家刑務所管理庁及び保健省は、ティモシェンコ

前首相に対する国際医療チームの診察が終了し、その診断

はウクライナ人医師によるこれまでの発表と基本的に合致し、

手術の必要性も認められなかった旨発表。これに対し、ヴラ

センコ・ティモシェンコ前首相弁護人は、ドイツ、カナダ両医

師団ともに前首相の健康状態は深刻であると診断した旨発

言、保健省は診断結果を操作している旨批判。 

▼その他 

・１４日、検事総局は、ルツェンコ前内相に対し、禁錮４年半、

３年間の官職就任権の剥奪を求刑。１６日、ルツェンコ前内相

弁護人は、２月２７日にキエフ市ペチェルスク地区裁判所が

同前内相に対する判決を宣告する予定である旨発言。 

・１７日、プションカ検事総長は、リトヴィン最高会議議長等より

議員買収に関する調査依頼が検事総局に届いたが、本件を

検事総局が調査する予定はない旨発言。 

・１７日、アザーロフ首相は、近日中に第一副首相候補をヤヌ

コーヴィチ大統領に提案する旨発言。 

２．経済 

▼マクロ経済 

・１３日、クリメンコ国税庁長官は、GDP の３０％が闇経済に

相当しているとし、国税庁はこの指標を減らすべく対策をと

っている旨発言（以前、財務大臣は最近５年間のGDPの２８

～３９％が闇経済に相当するとし、国立戦略研究所は、GDP

の５２．８％が闇経済に相当する旨推定）。 

▼ＩＭＦ 

・１３日、ウクライナのＩＭＦオフィスは、ＩＭＦからの第１回トラ

ンシェが予定通り行われたものの、トータルではウクライナ

は２０１２年に３５億ドル返済する必要があり、最近、多くの専

門家はウクライナが新たなＩＭＦからの融資を得ないとロー

ンを支払えないのではないかとの危惧を有している旨報

告。 

・１５日、アキーモヴァ大統領府第一副長官は、ウクライナは

ＩＭＦとの交渉を引き続き行っているが、融資が受けられな

かったとしても債務不履行はウクライナに脅威を与えるもの

ではない旨発言。 

▼農業 

・１５日、オニシェンコ露連邦消費者権利保護・福祉分野監

督庁長官は、ウクライナ産チーズに関し、品質に問題がある

ため、５トンが押収され、１２０トン以上が輸入を差し止められ

た旨発言。 

▼ガス問題 

・１４日、ＥＵエネルギー委員会は、ウクライナとロシアの交

渉の進展を慎重にモニターする旨発表し、その結果はウク

ライナＥＵ関係に重大な影響を及ぼしかねない旨指摘。 

・１５日、イルディズ・トルコ・エネルギー天然資源相は、ウク

ライナを訪問し、ボイコ・エネルギー石炭産業相と会談。両

者は、電力輸出、ガス問題及びＬＮＧターミナル計画等のエ

ネルギー分野における二国間協力に関し協議。 

・１７日、世界銀行は、２０１２年－２０１６年国別パートナーシ

ップ戦略においてウクライナのガス輸送システム近代化の

ためナフトガスへの援助を決定した旨発表。 

３．外政 

▼グリシチェンコ外相の訪露 

・１３、１４両日、グリシチェンコ外相は、ラヴロフ露外相と共に、

露ニジニ・ノヴゴロドを訪問し、ウクライナ・ロシア国際委員会

国際協力小委員会第６回会合に出席。両者は、エネルギー

及び経済問題、地域紛争の解決、両国外務省間の領事協

力、国境画定問題及び露黒海艦隊問題等に関し協議の上、

ウクライナ・ロシア外交関係樹立２０周年共同宣言を採択し、

２０１２年両国外務省間協力計画に署名。また、グリシチェン

コ外相は、ニジニ・ノヴゴロド・ウクライナ総領事館開館式に

出席。 

▼リトヴィン最高会議議長のルクセンブルク訪問 
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・１４日、ルクセンブルクを公式訪問したリトヴィン最高会議議

長は、モザール国民議会議長と会談し、両国議会間交流活

性化の必要性を強調した上で、経済分野における相互協力

につき協議。両者は、二重課税及び脱税防止に関する条約

の早期批准を確認。 

・１４日、リトヴィン議長は、アンリ大公と会談し、二国間関係

及び国際問題に関し協議。また、両者は、ウクライナとロシ

アのガス価格交渉、ウクライナの欧州統合及びチェルノブイ

リ問題に関して意見交換。また、同議長は、シュナイダー農

業・農村開発大臣兼スポーツ大臣兼経済連帯担当大臣、ベ

ッテル・ルクセンブルク市長及びホイヤー欧州投資銀行総

裁等とも会談。 

▼その他 

・１１日、アザーロフ首相は、露、ベラルーシ及びカザフスタ

ンとの関税同盟について、同盟に加盟せず、「３＋１」フォー

マットでの協力関係を築くことが最善であるとする考えを表

明。 

４．防衛 

▼参謀総長等の交代 

・１６日、ペドチェンコ参謀総長は、ヤヌコーヴィチ大統領に辞

表を提出。 

・１８日、ヤヌコーヴィチ大統領は、ペドチェンコ参謀総長を解

任、ザマナ新参謀総長を任命、同時にオリイニク国防第一次

官を任命。 

▼武器供与 

・１１日、バラミッゼ・グルジア副首相は、ウクライナとグルジア

との軍事協力は継続中で全く問題が無く、ウクライナの対グ

ルジア武器供与に関するロシアによる批判は該当しない旨発

言。 

・１４日、ウクルスペツエクスポルト社は、バラミッゼ・グルジア

副首相の発言を否定、ウクライナとグルジアの間には約２年

間軍事品供与はなく、またグルジアへの軍事物資輸出に関

する苦情も受け取っていない旨発表。 

▼その他 

・１４～１８日、マクシモフ海軍司令官率いる軍事代表団は、中

国を訪問、中国との戦略的パートナーシップの発展及び将来

的な二国間軍事協力等について議論。本訪問は、昨年８月

の陳中国総参謀長来訪時の合意結果である軍事協力行動計

画によるもの。 

・１７日、国防省は、Ｍｉ－２４戦闘輸送用ヘリコプター４機を含

む平和維持部隊のコンゴ民主共和国への派遣を開始した旨

発表。 

（了） 


